「道の駅直売所うなづき食菜館」出荷組合規約

(目　的)
第１条　この組合は、「道の駅直売所うなづき食菜館」(以下「直売所」という。)における地場農林畜産物、加工品等の販売・PR、並びに直売所の有効活用を推進することにより、地域の活性化と農業振興を図るとともに、農林畜産物の生産・加工技術の向上並びに組織の強化を図ることを目的とする。

(名　称)

第２条　この組合は、「道の駅直売所うなづき食菜館」出荷組合(以下、「組合」という。)という。

(事　業)

第３条　組合は、第１条の目的を達成するために次に掲げる事業をいう。

(1)　農林畜産物、農林畜産加工品の生産振興

(2)　農林畜産物の生産・加工技術の向上

(3)　イベントの開催など消費者との交流

(4)　組合員の研修

(5)　その他、この組合の目的達成に必要なこと

(組　織)

第４条　この組合の組合員は、別表に掲げる生産者並びに協力者とする

(入会金)

第５条　組合員の入会金は個人３，０００円、団体５，０００円とし、運営資金に充てる。

入会金は脱会時にも返却されない。

(会　費)

第６条　年会費は１，０００円(初年度はなし)とし、運営資金に充てる。

(役　員)

第７条　この組合の業務を円滑にするため、次の役員を置く。

(1)　組合長　　　　　　　　　１名

(2)　副組合長　　　　　　　　１名

(3)　運営担当理事　　　　　　若干名
(4)　庶務担当理事　　　　　　１名

(5)　会計担当理事　　　　　　１名

(6)　企画担当理事　　　　　　１名

(7)　監事　　　　　　　　　　２名

 (任　期)

第８条　役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。
(事業年度)

第９条　この組合の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月末日までとする。

(運営管理)

第10条　組合の運営に関する経費は、入会金、助成金、寄付金、会費をもって充てる。

(事 務 局)

第11条　組合の事務局は、黒部市産業経済部農業水産課に置く。

(そ の 他)

第12条　その他運営に必要な事項は、随時協議する。

　附　則
１　この規約は、平成22年4月15日から施行する
２　本組合の設立初年度の会計年度については、第９条の規定にかかわらず、この規約の施行の日から平成23年3月31日までとする。

道の駅直売所うなづき食菜館(農林畜産物の部)運営規程

　この規程は、道の駅直売所うなづき食菜館(農林畜産物の部)の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

第１条　運営は、宇奈月ビール㈱が行う。販売する農林畜産物等は、生産者から委託されて行う。

第２条　販売する農林畜産物等は、黒部市並びに近隣市町村(魚津市、入善町、朝日町)で生産された農林畜産物、及びその加工品とする。ただし、法制度などで販売規制のあるものは、その制度を順守する。

第３条　販売する農林畜産物等を委託するものは、出荷番号登録をする。

第４条　販売する農林畜産物等は、各人の責任において新鮮で安全なものとする。

第５条　販売手数料は、各組合員の売上の１５%とし、宇奈月ビール㈱に納付する。ただし組合員が行う庇下及びアーケードでの販売については、販売手数料は無料とする。

第６条　清算方法は、各人の売上額のうちから販売手数料を差し引いた残金を、翌月の清算指定日に支払う。なお、振込手数料は生産者の負担とする。

第７条　農林畜産物等は、組合員が各人の責任において搬入及び搬出をする。

第８条　農林畜産物等の置き場所は各人が所定のコンテナに物品を収め所定の位置に置く。なお、定められた時間までに搬入がない場合は、直売所の判断で他のコンテナを置くことができる。

第９条　販売物には生産者が自ら作成したバーコード値札を見やすい位置に貼付する。値札の発行に係る費用は生産者が負担するものとし、値札１枚に付き1円（税込）とする。
第10条　販売価格は、市場価格等を参考に適正な価格設定を心がける。ただし、端数は10円単位とする。
第11条　直売所の開店日、開店時間等は下表のとおりとする。

	開店日
	開店時間
	荷受時間
	荷引揚時間

	原則　年中無休
	8:30から17:30
	7:00から8:00

品切れの場合は随時荷受けを受け付ける。
	17:30から18:30


　

第12条　生産者が決定した価格が不適切な場合、または大量に同一の商品が出品された場合、直売所管理者び役員会は価格指導、出荷制限を行うことができる。
２　直売所管理者は生産者が並べた商品の配置場所を適宜変更することができる。

３　庇下、アーケードで販売を希望する者は、事前に販売時間、品目、量等を記載した使用願提出し、管理者より許可を得なければならない。直売所管理者は店内での商品販売の影響等を考慮し、使用について許可を行う。　

第13条　生産者は加工品の出品について、保健所への届けその他必要な手続きをおこなうものとする。

　２　生産者は農薬の使用に関し使用基準を守り、栽培記録表を作成しなければならない。

　　３　農産物等の表示についてはＪＡＳ法に基づく表示をするものとする。

　　４　農産物等に関し衛生上の事故が発生し購入者に損害を与えた場合や組合の名誉を損ねた場合は、全て生産者の責任において処理するものとする。また、クレームによる返金費用は生産者負担とし、その費用は毎月の販売代金から差し引くものとする。

　　５　その他生産者が次の各号いずれかに該当する場合は、直売所管理者及び「道の駅直売所うなづき食菜館出荷組合」は出品停止又は登録を抹消することができる。

　　　　(1)　規程に違反したとき。

   　　 (2)  組合の決定事項に従わなかったとき。

        (3)　直売所管理者及び道の駅直売所「うなづき食菜館」の事業を妨げる行為や信用を傷つける行為をしたとき。

  　　  (4)　その他直売所管理者及び役員会が不適格と判断したとき。

６　売れ残った農産物等の賞味期限が近づいたものは、翌日の朝までに生産者が引き取ることを原則とする。

　　７　農産物等の著しい劣化、安全性の欠如等により販売することが不適切な場合、直売所管理者及び組合は生産者の承諾を得ることなく、その農産物等を撤去することができる。

　　８　農産物等の撤去もしくは盗難、自然災害等管理者の責に帰することができない理由により生産者に損害が発生した場合、生産者はその補填を管理者に請求することはできない。
第14条　この要領に疑義が生じた場合、又は定めがない事項については役員会が協議して定める。
　（付則）

　この規程は平成２２年４月１５日より施行する。
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